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1.レビュー結果(観測データ) 

斜面対策準備調査（その１）で設置した観測計器について、観測機材を DOR に移管し、

2010 年 10 月以降、DOR 側において自主的にモニタリングを継続している。 
今回、DOR より観測データの提供を受け、2011 年 8 月までの観測結果について、レビ

ューを行った。 
なお、観測項目については、斜面対策準備調査(その 1)のデータとの整合（継続性）が

良好と認められる地盤傾斜計を中心に行った。孔内傾斜計については、データの提供を

受けたが、データの整合（継続性）が悪く、レビュー対象から除外した。 

1.1 地盤傾斜計 

地盤の安定度評価を主目的として、各崩壊地周辺に、地盤傾斜計が設置されている。 
STA.17+400 については、DOR 側が斜面対策工事を担当しており、参考データとして確

認した。地盤傾斜計の設置･観測数量は、以下のとおりである。 
表 1.1 地盤傾斜計設置数量一覧表 

地 点 番号 数量 観 測 頻 度 

STA.17+400(参考) AK-1～AK-3 3 基 
週 1～２回(2010 年 7 月～９月) 

月１回(2010 年 10 月～2011 年 8 月) 

STA.18+200 AK-4～AK-5 2 基 
週 1～２回(2010 年 7 月～９月) 

月１回(2010 年 10 月～2011 年 8 月) 

STA17+600 BK-1～BK-8 ８基 
週２回(2010 年８月～９月) 

月１回(2010 年 10 月～2011 年 8 月) 

合 計  13 基 
 

地盤傾斜計の判定基準については、以下の基準に準拠する。 
表 1.2 傾斜変動の程度（道路土工 法面工・斜面安定工指針；日本道路協会） 

変動ランク 
日平均変動

量(秒) 

累積変動量(秒/

月) 

傾斜量の累積傾向の

有無 

傾斜運動方向と地形と

の相関性 
活動性等 

変動 A 5 秒以上 100 秒以上 顕著 あり 活発に運動中 

変動 B 1～5 秒 30～100 秒 やや顕著 あり 緩慢に運動中 

変動 C 1 秒以下 30 秒以下 ややあり あり 継続観測が必要 

変動 D 3 秒以上 なし(断続変動) 
なし 

(断続変動) なし 局部的な地盤変動、その

他 

※ 日変動量と累積変動量をあわせて変動ランクを考慮する 

地盤傾斜計の変動状況は、以下のとおりである。 
表 1.3 地盤傾斜計観測結果(2010 年 7 月～2011 年 8月) 

位置 計器番号 
日平均変

動量(秒) 

累積変動量(秒

/月) 

傾斜量の累積傾向

の有無 
傾斜運動方向 判定 

STA.17+400 

AK-1 0.1 2.8 なし N83W 変動なし 

AK-2 0.2 7.3 なし N26W 変動なし 

AK-3 0.8 23.0 
ややあり 

(斜面方向やや上方)
N57E 変動 C 

STA.18+200 AK-4 1.9 57.0 
雨期に顕著 

(斜面方向に斜交) 
N17E 変動 B 
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AK-5 2.0 59.7 
雨期に顕著 

(斜面上方) 
S86W 変動 B 

STA17+600 

BK-1 0.6 18.6 
ややあり 

(斜面方向に直行) 
N11W 変動 C 

BK-2 0.2 5.4 なし N65W 変動なし 

BK-3 0 1.3 なし N65W 変動なし 

BK-4 

(擁壁上) 
0.5 14.4 

なし 

(回帰性あり) 
N1W 

変動 C 

(回帰変動) 

BK-5 

(擁壁上) 
0.7 21.6 

ややあり 

(斜面方向に斜交) 
S1W 変動 C 

BK-6 

(擁壁上) 
0.4 11.1 

なし 

(回帰性あり) 
N25W 

変動 C 

(回帰変動) 

BK-7 

(擁壁上) 
1.1 34.1 

ややあり 

(斜面下方、回帰性

あり) 

N62E 
変動 B 

(回帰変動) 

BK-8 0.3 7.6 なし N60W 変動なし 

出典：調査団データ＋DoR データ 

STA.17+400 地点では、AK-1～AK-２には、観測期間中全く変動は認められない。AK-3

では、斜面やや上方への若干の累積性の認められる微小な変動(変動 C)が観測され、

STA.18+200 のモルタル剥離崩壊の進行による緩みの影響を受けている可能性もある。 

STA.18+200 地点では、AK-4 および AK-5 では、雨期を中心に顕著な累積性の認められ

る変動が観測され、両傾斜計とも変動 Bと判定された。当該斜面については、シンズリ

道路(第二工区)斜面対策準備調査（その１）における雨季状況調査結果(2010 年 8 月)

からも、吹き付けモルタルの剥離崩壊など、降雨に伴い斜面の不安定化が進行しており、

地盤傾斜計の観測結果からも裏付けられる。 

STA17+600 地点では、崩壊地周辺に設置された傾斜計のうち、終点側隣接斜面の BK-

１について、雨季に斜面方向に直交やや累積性のある変動が認められ、変動 C と判定

する。その上方の BK-2 および BK-3 については、設置直後のなじみの期間を除けば、変

動なしと判定する起点側地滑り地形上方の BK-8 については、変動は認められない。 

崩壊地上方斜面(道路山側擁壁天端に設置)に位置する傾斜計のうち、BK-4 および

BK-7 については、回帰性の変動が観測され、それぞれ変動 C および変動 B(累積性を伴

う)と判定された。BK-7 については、道路下部の崩壊の影響が、徐々に擁壁にまで及ん

でいる可能性も考えられる。 

一方、さらに上方斜面に設置した BK-5 および BK-6 については、回帰性の認められる

変動が観測され、変動 Cと判定する。これについては、安定した斜面と判断する。 
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図 1.1 傾斜変動方向を記入した平面図  (出典：調査団) 
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図 1.2 斜変動方向を記入した平面図 (出典：調査団) 
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1.2 亀裂計測 

STA.17+600 の崩壊地上部の道路擁壁と、STA.18+200 の崩壊地上部の道路ヘアピン部

の、過酷片状の発生した２箇所の擁壁について、亀裂の計測を行い、亀裂変位の進行状

況の確認を行っている。2010 年 10 月以降 DOR に観測を移管しているが、それ以前のデ

ータとの間に一部データの不整合が認められたため、今回調査団が再計測を行い、前回

調査との差異を確認した。 

亀裂計測数量は、以下のとおりである。 

表 1.4 亀裂計測数量一覧表(手動観測) 

地 点 位置 計測亀裂箇所数 計測期間 備考 

STA.18+200 
崩壊地上部の道

路山側擁壁 

14 箇所 

AP-1～３、AC-1～１１ 

2010 年 6 月

～2011 年９月

AP-1～３、AC-5～８は、亀裂間隔と測定

ピン間隔の 2 箇所計測 

STA17+600 
崩壊地上部の道

路山側擁壁 

6 箇所 

BC-1～５、BP-1 

2010 年 6 月

～2011 年９月

BP-1(岩盤表面の亀裂を計測)は、内側

亀裂と外側亀裂の 2 箇所測定 

合 計 2 地点 20 箇所   

 

これまでの、亀裂計測の概略の変動状況は、以下のとおりである。 

 

表 1.5 亀裂計測結果一覧表(累積) 

地 点 計測点 
C:亀裂間隔 

P:ピン間隔 
累積変位（mm） 変動状況 

STA.18+200 

AP-1 
C 12.0 

増大傾向顕著 
P 20.0 

AP-2 
C 41.0 

増大傾向顕著 
P 48.0 

AP-3 
C 1.0 

 
P -1.0 

AC-1 C 14.5 増大傾向顕著 
AC-2 C (2.3)  
AC-3 C 0.7  
AC-4 C (15.8) (増大傾向顕著) 

AC-5 
C 30.0 

増大傾向顕著 
P 33.0 

AC-6 
C 0 

 
P 1 

AC-7 
C 0.5 

 
P 8.0 

AC-8 
C 4.0 

 
P -2.0 

AC-9 C 3.1  

AC-10 C -0.1  

AC-11 C 4.0  

STA.17+600 
BC-1 

C 1.2 
 

P -5.0 

BC-2 C -0.2  
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P 0.1 

BC-3 
C 0 

 
P 0.7 

BC-4 
C -0.2 

 
P 0.1 

BC-5 
C 0 

 
P 4.0 

BP-1 
P(外側) 0 

 
P(外側) 6 

出典：調査団観測データを基に作成 

STA.18+200 では、擁壁右端部の開口亀裂周辺の観測点の増大傾向が顕著で、

AP-1,AP2,AC-1,AC-4,AC-5 の変位量は、2010 年 6 月～2011 年 9 月の累積で、最大 48mm
である。 

STA.17+600 では、若干の変位は認められるものの、観測全期間を通じて顕著な累積

変位は認められない。 

1.3 雨量計 

雨量計の設置･観測数量は以下のとおりでありである。 

表 1.6 雨量計設置観測数量一覧表 

設置位置 設置機材 観測期間 備考 

STA.17+200 付近 

(人家屋根に設置) 

転倒枡型雨量計 

データロガー 

2010 年 6 月 29

日～2011 年 9

月 12 日 

同箇所に設置されていた旧間組計器と交換･設

置(旧計器は同社に返却) 

雨量記録によれば、2011 年雨季(6 月～9 月)の最大日雨量、最大連続雨量、最大時間雨

量は、以下のとおりである。 

表 1.7 2011 年雨季の降雨状況 

項目 月日 雨量（mm） 備考 

最大日雨量 6 月 21 日 108.5mm  

最大連続雨量 6 月 21 日～7 月 26 日 417mm 24 時間無降雨(時間 1mm 以下)でリセット

とした場合 

最大時間雨量 6 月 21 日 102mm  

日雨量 20mm 超の月日 6 月 21 日 

6 月 25 日 

7 月 7 日 

8 月 28 日 

8 月 29 日 

108.5mm 

58.5mm 

20mm 

66mm 

36mm 

 

(DoR データ) 
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出典 DoR データを基に調査団で作成 

図 1.3 雨量グラフ 
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